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PoINT Storage Manager には任意の CIFS 共有を階層管理の中間ストレージ(Capacity tier)に設定し、上位階層

(Performancetier)のNetApp NASにスタブを作成することで、CIFS共有からのデータ移行を透過的に行う機能があり

ます。V6SP3 から、データ移行の対象となるファイルを上位階層に作成したスタブに置換えることでデータ移行を行う

方法とは別に、元ファイルをアーカイブデバイス(Archive tier)に移動することが可能になりました。データ移行時にア

ーカイブ層のデバイスを使用設定することで、元ファイルをアーカイブ層に移動し、作成済みのスタブの内容を変更し

ます。結果として、データ移行先として、階層管理を最初から実現出来ます。 

 

この検証レポートでは、以下の NetApp のストレージデバイスを使用しました。 

 

Performance Tier DataOnTAP V9.2(Simulator) 

Capacity Tier PoINT Storage Manager が稼動している Windows サーバーのローカルフォルダー 

Archive Tier Storagegrid Webscale 10.4 (Admin/Gateway/Archive の各ノードと Data ノード 3 台構成) 

  合計 6 ノードが 2 台の ESXi サーバーで稼動 

 

データ移行前の PoINT Storage Manager の階層管理の構成は以下の通りです。 

 

 



最初に、Performance Tier にスタブを作成するジョブを実行します。 

 

スタブ作成中にジョブのログファイルを見ると以下のようにスタブが作成された元のファイル名が表示されます。 

 



スタブ作成のジョブが終了した時点のログファイルの内容は以下の通りです。 

 

 

次に、Capacity Tierから Storagegrid Webscaleへスタブの参照先の元ファイルを移動します。Capacity Tierの所から、

新規と変更されたファイルを対象に実行します。 

 



ジョブの実行が開始されると、Archive Tier の所にステータスが表示されます。 

 

Storagegrid Webscale へのファイル移動が終了した際の画面表示は以下の通りです。Capacity Tier のデータ容量が

０になっており、ファイルの移動が完了したことが判ります。 

 



終了した時点でのジョブのログファイルは以下の通りです。 

 

最後に、データ量が 0 になった Capacity Tier を階層管理から削除します。そのために Storage Vault の設定変更を

実行します。変更するためには、一旦稼動している階層管理を停止する必要があります。 

 

 

 

Capacity Tier の C:\dicom_data を削除します。 

 



 

 

Capacity Tierが無くなったので、以下のように 2階層管理になりました。ここからは、Performance Tierに新たに作成

されたファイルに対する階層管理のポリシーを作成し、実行することになります。 

 

 



Storagegrid Webscale10.4 の PoINT Storage Manager でのアーカイブデバイスとしての設定は、10.3 と同じです。 

 

Storagegrid Webscale10.4のWeb管理画面は以下の通りです。10.4から各ノードの使用可能メモリーが必要条件より

少ないと各ノードの Resources で警告表示されます。 

 



 

 



VCenter の管理画面では、以下の通りです。 

 

 


